日立過熱水蒸気才ーブンレンジ型式 MR0-GS8 

カンタンご使用ガイド 


初めてお使いになるときの準備 


詳しくは「取扱説明書」をご覧ください C 

このマークは r 取巧説明書」の記載 
A • ぺージでず。 


〇 壁などとの間をあけて設置し、 
アースを取り付ける 


安全上のごミ主意 h>p.8 〜が 
をお読みになリ正しく 
設置してください。 


左側 
、台 C m な 



も側' 

5^ 壮 


.本体の背面は、壁やま具などにぴったりつけても大丈夫です。 

周囲の保護のために 

周囲が熱に弱い壁材や家具でない場所に据え付けてください。背面の壁がガ 
ラスの場合、温度差で割れるおそれがあるので、2日 cmU 上あけてください。 
左図の距離をあけてを、排気でミちれたり結露ずることがありまず。距離をさ 
引こあけるか、壁面側にアルミホイルを貼るヒミちれや結露を軽減できます。 


旦 トリプル 重量 センサー ( GPS ) の0点調節をする 

〇電源プラグをコンセントに差し込み、一度ドアを開ける 
電源が入り、表示部に「0」が表示されます。 

@加熱室底面にテーブルプレートをセットずる 
© ドアを閉めて けし！ を3秒な上押し続ける 
「ピ 'ソ」とブザーが鳴り、数秒後、0表示で 
0点調節が終了します。 P.5 つ 



才ート調理の使いかた（くし焼きの例) 

〇 




0 


ドアを開けて、 

食品を焼網に並べ 
テーブルプレート 
に置き、ドアを閉める 

水道水を給水ずる 

〇 給水タンクを本体から引き抜く 
@ ふたを開いて給水する 

満水ラインまで水 
(水道水)を入れます。 

(水平にして確認する） 

@ ふたを閉める 

Q 給水タンクを本体に 
セツトする 


給水タンク 


0 @ を押ず 

卸 



I -¥ P-15'32、66) 


ドアを開けると電源が入 D ます 


電源プラグをコンセントに童込んだだけでは電源び 
入りません。待煤 B き消費電カオフ機能び動作中でず。 

電力を節約するため、ドアを閉めて約]日分間操作が無い 
と自動的に電源を切り、表示部の「0」も消えボタンを巧し 
ても受け付けません。ドアを開閉すると電源が入り、表示 
部に「0」が表示されボタンを受け付けます。 


0点調節のお願い 

•曰甫ごほ用の際を、とまどを0点調節を行ってください。 

調理を上手に仕上げるためです。 〇 P.5 ] 


お願い 

♦使用する水は塩素消'毒された水道水をご使田ください。 

なお硬度の高い水を使用した場合は、カルキ(白い粉)び噴出した 
り、長期間使用するとスチーム噴出□が詰まることがあります。 

噴出□が白く付着が目なつようであれば、国巧産のミネラル 
ウオーターをおすすめします。また下記の水を使うときは、カビや 
雑菌が発生しやすくなるため、毎回給水タンクを洗つてください。 

争水器の水 •アルカリイオン水 

•ミネラルウオーター •井戸水など 


メニューを選ぶ 

ボタンを巧し、 

「27 くし焼き」を選択する 





を巧してスタートずる 

終了音が鳴ったら 食品を取り出ず 


♦調理終了後は給水タンクの残水を捨て、パイプの水抜さ 
を巧ってください。 「■» P -51] 

♦加熱室の温度が;令えてから、加熱室内に付着した水滴を 
ふさ取ってください。 


手動調11の巧いかた 一 P-38 〜47 〕 
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わがや流あたための使いかた 


容器登録のしかた 



グリル j 

レンジ1 
(発断 

ス チー ム 

i 品度/仕上がり 

v | A ' 



に 

10分 

1分 

10秒 




メニュー選巧 


か麼 物- 


オート調理 


ス チー ム 
調理 


I 溫 


とりけし 


狂. 

參 


6 6 © 




を 


X 「2 ごはん」の容器を]に登録し、その後、 
登録した容器であたたゆる場合。 


0 

@ 


登録したい空の容器を庫内 
に置き、ドアを閉める 


容器計量 
馆叙 


を押す 


メ ニュ-遇択 を押し、 

ド/ | a ] 「たユー番号 J 

^-^と「容器番号 J を 

選択する 

を押して登録する 


容器計量 
惜録） 


け勺6秒後、「ピー」と鳴った 
ら容器の計量が終わり、表 
示部に「 M 」が表示 I ^れて、 
登録が終わります。 


0 



す—卜 


レンジ 


^ニュー 番号 


客器番号 


強 

•中 


才ート 




登録でをる X ニユーと容器の数 


メニュー番号 

容器番号 

2ごはん 

1〜4 

3 :令凍ごはん 

1〜4 

4汁物 

1〜4 


登録した容器を使ってあたためる 


登録した容器に食品を入れ、 
庫内に置き、ドアを閉める 


の 


(〇 f わがや流 
I (n 站し） 


を巧ず 


の 


にュ - gg を押し、登録した 
v|a r メニユー 番号 J 
と「容器ま号 J を 
選択する 

を押してスタート 



強 レンジ 


■ 


•か 一 

，.- 

•ォ-卜1 

II し 



メニュー番号 


強 

•中 


ち器ま号〕 



姐-正] 


♦計量中は表示が回転します。 


^ クする 

強 レンジ 1 1 / グ, 

♦終了音が鳴ったら 

ぃ •で!—1 こ 

食品を取り出す。 

i ストし - L J .、 

^-一 / 1 、 -^ 


を巧し、お好みにより希望 
と勺 j の仕上がりに調節する 

仕上がり調節も登録されます。 


參スタ-卜から約6秒後に、食品重量り0 g 雜) 
を表示します。搁挪跡 



>終了までの時間を表示します。 




敝了すると「0」表示に戻ります。 


























































































































わがや流あたためは、自分のお好みにあたためる機能でず。 

お好みに仕上げるため、使いかたに応じてが下の操作手順で行ってください。 


容器の重さを登録しないであたためる 


X 登録してない容器で「2ごはん」をあたためる場合。 


〇 

0 


使う空の容器を、庫内に 
置き、ドアを閉める 


わがや流 
(呼出し） 


メニュー還巧 


V 


A 


を押す 


を押し、 

rx ニューま号 J 
と容器「-巧 
選択する 




容器計量 
借親 


を押す 


♦約6秒後、「ピー」と鳴った 
ら容器の計量力《終わりです。 



/^\ 於^^ 勺 



登録しなし、 
場合は 「—J 
を選択。 



〇 



計量した容器に食品を入れ、ドアを閉める。 

参計量中は表示が回転します。 

を押してスタート 
する 

♦終了音が鳴ったら 
食品を取り出す。 





を巧し、お好みにより希望 
^の仕上がりに調節する 


V 


に夕-卜か6巧6秒衡こ、食品麗 (1 Og 単位) 
を表示します。搁3秒間） 



>終了までの時間を表示します。 




僻了すると「0」表示に戻ります。 


♦同じメニュー番号の容器番号に別の容器を登録すると前回の登録 
の内容は消えます。 

♦電源プラグを抜し化ときや停電した場合でも記憶してしほす。 

• ( M を3秒間巧すと、登録した には向〜岛汁倒 までの内容を 
全て消'すことができます。 

メニューごとに登録したそれぞれの内容を消すことはできません。 
♦容器計量せずにあたためた場合、あらかじめ登録されている標準的 
な容器の重さで加熱時間を計算します。 


登録した容器の乂モとしてお使いください。 


容器 

メニュー 

番号 

2ごはん 

3を凍ごはん 

4汁物 

1 




2 




3 




4 




参登録した内容を修正する 

際は同栖の「のリイて 

f さ/モ 


用紙」を貼付けてください。 


にユー 

食品の分量 

食品の温度 

あたためのコツ 

1 2ごはん1 

100〜30 Og 

巧旧 
ホ/皿 

[-> P .25] 

13 ;令凍ごはん1 

100〜30 Og 

、 A 、ホ 
/ で/巧 

► P .29] 

14汁物 1 

100〜500 g 

:令蔵 

[- > P .25] 


※常温は約20で、冷読は約0で〜約10で、；令凍は約一18で 
を基準にしています。 

X ;令蔵のごはん、常温のおかずは、 II あたため I で加熱します。 
X ;令蔵の汁もの、甫溫の牛乳、；令蔵のお酒は、様子を見ながら 
手動調理で加熱しまず。 

同程度の大きさ、化げであれば、容器2個を同時に登録 
して使ラことちでさます。 

♦容器の大きさ、形状が異なると、加熱ムラの原因となります。 
♦さ品の種類、分量も同じにしてください。 

参食品の分量は、上表の2倍が目をです。 

参さ品の置さかたは、テーブルプレート中央に寄せて並べて 
くだごし、。 

♦食品の種類や分量によっては、左ちの仕上がりが若干変わ 
ることがあります。 

3個な上を同時に登録して使うことはできません。 

(加熱ムラとなり上手にあたたまりません） 


- 3 - 






































































































A 突然の沸とラにミ主意 



♦飲み物(水、牛乳、お酒、コーヒー、豆きし 
など）やカレーやシチューなどとろみ 
のあるもの、ミ由脂分の多いをクリーム、 
バターなどは、加熱中や加熱後に、突然、 
沸とうして飛び散り、やけどのおテれ 
があるので注意する。 


♦開□が細い容器は特にを意し、 
ルさなカップ、マグカップも 
ミ主意する。 

参飲み物は加熱前 
と加熱後にかさ 
混ぜる。 



^ やけどに注意 


推オーブン調理-グリル調理- 
スチーム 調理および 陋熱 
求暴^阮脱^と た已清掃 I 
の後は、本体（ドア、キャ 
ビネット、加熱室とその 
周辺)にふれない。 


こんなとをは 


こんなとをは K 障ではあ0ません、次のことをも5—度確認してくださし、。 

修理を依頼される前に次の点および取扱説明書をわう一度お調べください。 f -» P .52~57] 


電源が入らない ♦ドアを開閉し、表示部に「0」が表示されボタンを受け付けるか確認してくださぃ。 

時々電源が入らない （待機時消費電カオフ機能が働くと表示部の表示が消えボタンを受け付けません) 


才ーブン予熱中に •予熱中は節電のため庫内なを消なしてし、ます。予熱中に加熱室内の様子を見たい 

庫内灯が消灯している ときは ® を巧すと約 5 秒間庫内灯が点灯します。 


冷凍したごはんやお総菜 
などがうまくあたたまら 
なし、 


♦必ず容器(平皿）にのせて加熱してください。容器(平皿）を使わないでラップに 
包んだままの状態で加熱すると、あたたまりません。 

容器の大きさは、食品を入れたとき、八分目くらいになる大きさが適当です。 

♦にがや流 I で’あたためると、お好みに仕上げることができまず。 P .35~37 l 


レンジのとき 
火花(スパーク)がでる 


参黒皿 (黒色ホー□一皿) を入れ、 [1 あたた 词 や r レンジ I で加熱していませんか。 
•焼網にアルミホイルを敷いて加熱していませんか 
♦テーブルプレートや焼網などに食品カスがついていませんか 


はじめて才ーブンを使つ 参加熱室防鐘のためミ由を塗っています。はじめてお使いのときは、空焼き(脱臭)をして 
たとき煙がでた ミ由を焼さ切ってくだごい。 F » P -5 1 


加熱中、表示部やドアが 
くもったり、水滴が落ちる 


•>< ニューによつて食品から出た水分が水蒸気となり、表示部やドアの内側がくもる 
ことがあります。 

ドアの内側などに露力りき、麻こ落ちたときは、ふきんでふき取ってください。 


加熱室内に水滴が付着 ♦スチーム調 I 里ゃメニユーによって食品から出た水蒸気が加熱室壁面に水滴として 

する 付着します。水滴はこまめにふき取ってください。 

スチ_ム噴出□に白し、 •白し咐着物の成みは水道水に含まれるミネラル分(カルシウム、マグネシウム)が蒸発して 
付差物が残る 残つたものです。ミネラル分は有害ではありません。ふさんでふき取つてくだごし、。 


調理が終了してもファン • 調理終了後や L と。。し I を巧したとき、電気部品を冷却するためつァンが約 2 分間回転する 
の風切り音力《ずる 場合がありますが巧障ではありません。を却が終了するとファンは自動的に停止します。 


設定した温度が途中で ♦ 向ーブン 1 のとさ、 2日0 での運転時間は約 5 分です。その後は自動的に 

変わることがある 2] 0でに切り替ゎります。 

250切こ設定できなしにとがある ♦加熱室が熱い場合の最大設定温度は 21 o°a こなります。 


2-J1305-1 


4 


FO(HP) 






































